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は じ め に

平 成 ２ 年 に 自 治 省 消 防 庁 は 救 急 業 務 研 究 会

を 設 置 し た 。 そ の 主 た る 目 的 は ， 欧 米 で は 鳥

い 場 合40 ％ あ る 来 院 時 心 肺 停 止 患 者 ， い わ ゆ

るＤＯＡ,患者の救命率が，わが国では１％程

度 に す ぎ な い こ と を 是 正 す る こ と で あ る 。

研 究 会 の ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ と し て ノ｣ヽ委

貝 会 が 設 け ら れ ， 多 い 時 は 週 １ 回 の ハ イ ペ ー

ス で 検 討 が 行 わ れ て き た 。 そ の 結 果 ， 原 囚 は

プ レ ・ ホ ス ピ タ ル ケ ア の 内 容 の 違 い に あ る こ

と が 判 明 し ， わ が 国 で も 市 民 へ の 救 命 救 急 処

吐 の 普 及 と ア メ リ カ の パ ラ メ デ ィ ッ ク の よ う

に 医 療 行 為 の で き る 救 急 隊 員 を 育 成 し て プ

レ ・ ホ ス ピ タ ル ケ ア の 充 実 を 計 る べ き で あ る

と い う 意 見 が 提 出 さ れ た 。

そ こ で ， 小 委 員 会 と し て ア メ リ カ 西 海 岸 と

東 海 岸 の 関 連 機 関 に 視 察 団 を 派 遣 す る こ と が

決定された。筆者は平成２年10月１日より８

日 に か け て ， 救 急 救 助 課 飯 田 志 農 夫 課 長 と 西

海 岸 を 視 察 す る こ と と な っ た 。 併 せ て カ ナ ダ

の バ ン ク ー バ ー 市 も 訪 問 す る こ と が で き た の

で ， 現 地 の 状 況 を 報 告 す る 。

1. カ ナ ダ

St. Ｊｏｈｎ Ａ ｍｂｕｌａｎｃｅ, バ ン ク ー バ ー 市 消 防
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局 ， バ ン ク ー バ ー 市 民 局( Ｐｕblic Relat ｉｏｎs) ，

Jｕstｉｃｅ ｌｎstitｕtｅ ｏｆ Ｂ. Ｃ 。を 訪 問 し た 。

１) 市 民 教 育

約1000 年 の 歴 史 を 有 す る 慈 善 団 体 で あ る

St. Ｊｏｈｎ Ａｍｂｕｌａｎｃｅ が 行 っ て い る 。 す な わ

ち ，11 肚 紀 に キ リ ス ト 教 巡 礼 者 の 為 に ベ ネ

デ ィ ク ト 僧 団 の 修 道 士 が エ ル サ レ ム に 病 院 を

設 立 し た の が 本 団 体 の 前 身 で あ る 。

そ の 陝 ， こ の 団 体 は 幾 多 の 戦 争 で 戦 傷 兵 の

救 済 に あ た っ て き た が ， 同 時 に 巡 礼 者 を 守 る

た め に 軍 隊 を 組 織 し た 。 し か し1798 年 に ナ ポ

レ オ ン が マ ル タ 島 に 幽 閉 さ れ て か ら は ， こ の

団 体 の 目 標 は 純 粋 に 慈 善 事 業 に 向 け ら れ た 。

特 に1870 年 の フ ラ ン ス ー プ ロ シ ア 戦 争 で の イ

ギ リ スSt.John 団 体 の 戦 場 に お け る 救 急 活

動 の 成 果 は ， 市 民 が 訓 練 を 受 け 積 極 的 に 傷 病

者 の 救 済 に あ た る 事 の 重 要 性 を 肚 界 的 に 示 し

た 。 そ の 結 果 ，1877 年 に 市 民 に 応 急 処 置 等 を

啓蒙する目的でイギリスにSt.Ｊｏｈｎ Ａｍｂｕ-

ｌａｎｃｅ Ａｓｓｏｃｉａtｉｏｎ が 設 立 さ れ た 。 同 目 的 を 目

指 し て1882 年 に カ ナ ダ ， ケ ベ ッ ク 市 にSt.

Ｊｏｈｎ Ａ ｍｂｕｌａｎｃｅ が 開 設 さ れ た 。

現 在 ， 約900 の 支 部 が 各 種 レ ベ ル の 応 急 処

置 の 教 育 に あ た っ て い る 。 そ の な か で ， 職 場
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で 主 導 的 立 場 に た っ て 応 急 手 当 の で き る 資 格

（lnd ｕｓlria）Firｓt Ａｉｄ Ｃｅrtificatｅ） と 応 急 処

置 と 心 肺 蘇 生 法 の 教 育 が で き る 国 家 応 急 手 当

資格（ＮａtｉｏｎａⅠｎｓtrｕｃtｏr）の認定を行なっ

ているのが注目される。特に，ln（lｕｓtｒial

First Ａｉｄ Ｃｅｒtificatｅ は 重 要 視 さ れ て い る 。

す な わ ち ， 各 職 場 に 必 ず １ 名 は 配 置 す る こ と

が 決 め ら れ て お り, 給 料 面 で 優 遇 さ れ て い る 。

また，専任の救急隊員になるためには，その

取 得 が 義 務 づ け ら れ て い る 。

2 ） ブ リ テ ィ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア 州 救 急 医 療 シ

ス テ ム

人 的 構 成 は ４段 階 に 分 か れ て い る 。 す な わ

ち，11,000名の消防士，2,400名のパート・

タ イ ム の 救 急 隊 員 （Ｅｍｅｒｇｅｎｅy Ｍｅｄｉｅａｌ

Ａsｓistａｎt l ， ＥＭ Ａ Ｉ ），750 名 の 専 任 救 急 隊

員（ＥＭＡ�），175名のパラメディック（ＥＭＡ

� ） で あ る 。 消 防 士 は 消 防 学 校 で81 ］問 の 応

急 処 置 の 研 修 を 受 け て い る 。

ＥＭ Ａ Ｉ は 後 述 す るJ ｕｓtｉｃｅ ｌｎｓtitｕtｅ ｏｆ

Ｂ.Ｃ. で80 時 問 の 講 義 を 受 け て お り ， そ の な

か に は 半 自 動 式 除 細 動 器 （写 真 １ ） の 使 用 法

が 含 ま れ て い る 。 我 々 に は 馴 染 み に く い パ ー

ト ・ タ イ ム の 救 急 隊 員 で あ る が ， 国 土 が 広 く

写真１　半自動式除細勳器＊

＊コンピュータの解析と術者によるスクリーン

上の心電図波形の,ぷ断が，心室細動で一致し

た場合に電気的ショックを与える装置で欧米

で大きな成果をあげている。
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人 口 密 度 の 低 い 自 治 体 が 多 数 存 在 す る カ ナ ダ

では，専任の隊員を財源的に雇えない所が多

いのがその理由である。ＥＭＡⅡは240時問

の 研 修 を 終 了 し て い る 。 こ の う ち24 時 問 が 臨

床 実 習 で ， ほ と ん ど の 時 問 は 救 急 部 門 に 割 り

当てられている。ＥＭＡⅢの有資格者の20名

は ， 新 生 児 ・ 乳 幼 児 に 対 す る 救 急 救 命 処 置 の

訓 練 を 受 け て お り ， 緊 急 搬 送 業 務 （ｌｎｆａｎt/

Pe（lialric Tr ａｎｓporｌ Ｔｅａｍ ， ＩＴＴ） に あ た っ

ている。救急車は1989年度で391台を保有し，

183署・所に配置されている。 1988年度中の

救 急 依 頼 は30 万 件 に の ぽ っ て い る 。

3 ） パ ラ メ デ ィ ッ ク ・ プ ロ グ ラ ム

ＥＭ Ａ � を は じ め 警 察 官 ， 消 防 士 ， 救 急 隊

員 等 の 専 門 職 の 養 成 はJ ｕｓtｉｃｅ ｌｎｓtitｕtｅ ｏｆ

Ｂ. Ｃ. で 行 わ れ て い る 。 ＥＭ Ａ � へ の 受 験 資

格 は ， ＥＭ Ａ � の 資 格 を 取 得 し て 専 任 救 急 隊

員 と し て 採 用 さ れ ， ３ 年 以 士｡の 勤 務 歴 を 有 す

る こ と と な っ て い る 。 た だ し ，ln ｓtitｕtｅ は

ＥＭ Ｔ � 用 の コ ー ス を 常 設 し て い る わ け で は

な い 。 自 治 体 か ら の 要 請 が あ っ た 場 合 に 開 講

し て い る 。

カリキュラムは56週間で組まれている。そ

の う ち ７ 週 間 は 臨 床 実 習 ， ４ 週 問 は 講 義 で あ

る 。 臨 床 実 習 は 手 術 室 か ら 開 始 さ れ ， 複 数 の

麻 酔 科 医 の 指 導 の も と に １ 迦 間 で20 か ら30 症

例 の 気 管 内 挿 管 を経 験 さ せ て い る 。 そ の 後 は

救 急 部 ，ＩＣＵ ，ＣＣＵ を 中 心 に 研 修 が 組 ま れ

て い る 。 講 義 も 我 々 の 感 覚 と は 述 い ， マ ネ キ

ン を 使 っ た 実 習 が 主 体 と な っ て い る 。 い わ ゆ

る 我 々 が 行 っ て い る 講 義 は テ キ ス ト を 配 布 し

て家庭学習させ，試験でその知識力を試して

い る 。 こ の 試 験 を 通 過 し な け れ ば 次 の 段 階 に

進 め な い の で ， す な わ ち 生 活 が か か っ て い る

の で 全 員 真 剣 に 家 庭 学 習 を 行 っ て い る 。 し た
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か っ て ，ln ｓtitｕle で は 実 践 的 な 技 量 の 教 育 と

そ の 評 価 に 主 眼 が お か れ て い る 。 ま た ， ビ デ

オ に よ る 祝 聴 覚 教 育 川 プ ロ グ ラ ム の 充 実 が 計

ら れ て い る 。 残 り の 約 ６ ヵ 月 間 は ， 既 に

Ｅ Ｍ Ｔ � の 資 格 を 有 す る 複 数 の 隊 員 と １ 対 １

で 救 急 車 勤 務 を 行 い （ イ ン タ ー ン ）， 彼 ら か

ら 救 急 医 療 に 関 す る 充 分 な 知 識 ， 技 術 を 持 っ

て い る こ と を 認 め て も ら わ な け れ ば な ら な

い。ＥＭＴⅢはもちろん，いずれのレベルの

研 修 カ リ キ ュ ラ ム も カ ナ ダ 医 師 会 で 編 纂 さ

れ ， 認 定 が 行 わ れ て い る 。

2. ア メ リ カ

ア メ リ カ 叫 海 岸 の 代 表 的 都 市 で ， か つ 救 急

医 療 の 先 進 都 市 で あ る シ ア ト ル 市 ， ロ ス ・ ア

ン ジ ェ ル ス 市 ， サ ン ・ フ ラ ン シ ス コ 市 を 視 察

し た 。

１ ） シ ア ト ル 市

ワシントン州立大学付属病院，Ｈａｒbor-

ｖie ｗ Ｍ ｅｄｉｃａｌ Ｃ ｃｎ,ｅｒ， シ ア ト ル 市 消 防 局 ，

Ｃ ｅｎtｅｒ for Ｅ､･al ｕａtｉｏｎ ｏｆ Ｅ ｍ ｅrｇｅｎｃｖ Ｍ ｅ（lic-

al Ser ｖｉｃｅｓ， 半 自 動 式 除 細 勣 器 の 組 み 立 て 工

場 を 訪 問 し た が Ｃ ｅｎtｅr for Ｅｖal ｕａtｉｏｎ

Ｍ ｅ（ｋ ａｌ Ｓｅ� ｃｅｓ が 主 な 訪 問 先 で ， 市 民 に 対

す る 心 肺 蘇 生 法 教 育 と パ ラ メ デ ィ ッ ク ・ プ ロ

グ ラ ム お よ び そ の 成 果 を 聞 い た 。

（1 ） 市 民 教 育

同 市 は ， 市 民 に 対 す る 心 肺 蘇 生 法 の 啓 蒙 が

行き届き，世界で最も安全な都市」として

有 名 で あ る 。 そ の 啓 蒙 推 進 の 契 機 と な っ た 興

味 あ る エ ピ ソ ー ド を 聞 い た 。

ロ ー タ リ ー ・ ク ラ ブ の 会 長 が 演 説 中 に 心 肺

停 止 を き た し た の が 契 機 で あ っ た 。 丁 度 そ の

場 に 心 肺 蘇 生 法 の 教 育 ， 訓 練 を 受 け た 者 が お

り ， 蘇 生 に 成 功 し た 。 以 後 ， 救 命 さ れ た 会 長

は 機 会 が あ る 毎 に 蘇 生 法 の 重 要 性 を 市 民 に 訴
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え た 。 こ の 運 動 は ラ イ オ ン ズ ・ ク ラ ブ 等 ， 他

に も 波 及 し て い っ た 。 そ し て 最 終 的 に は 労 働

組 合 と の 話 し 合 い が 持 た れ ， 心 肺 蘇 生 法 の 習

得 が 雇 用 条 件 と な っ た 。 そ の 結 米 ， 現 在 で は

市 民 の60 ％ が 蘇 生 法 を マ ス タ ー し て い る 。

（2 ） パ ラ メ デ ィ ッ ク ・ プ ロ グ ラ ム

1970 年 に パ ラ メ デ ィ ッ ク ・ プ ロ グ ラ ム は ス

タ ー ト し た 。 当 初 は シ ア ト ル 市 の 救 急 隊!i を

対 象 と し て 心 疾 患 の 救 命 率 の 向 上 を 目 的 と し

て発足した。教育，訓練はＷａｓlnｇｌｏｎ人学

医 学 部 が 作 成 し た カ リ キ ュ ラ ム に 沿 っ て 行 わ

れ ， 研 修 の 場 は わ が 国 の 救 命 救 急 セ ン タ ー に

匹敵し，且つ外傷センターでもあるＨａrbor.

ｖieｗ Ｍ ｅ（ｈｅａｌ Ｃｅｎtｅr を 中 心 と し て 実 践 さ れ

た。研修終了後，一定の評価，試験をパスす

れ ば Ｗａshingt ｏｎ 大 学 医 学 部 に よ り パ ラ メ

デ ィ ッ ク と し て 認 定 さ れ る が ， こ れ は ワ シ ン

図 １　 ワ シン トン 大学 パ ラ メ デ ィ ッ ク 訓 練 プ ロ グ

ラ ムの カ リ キ ュラ ムの 内 訳

Uni ｖｅrｓity Ｏｆ Ｗ ａｓhingt ｏｎ

Ｐａrａ ｍ ｅｄｉｃ Ｔrａｉｎｉｎｇ Ｐr09r ａ ｍ

Ｔｏtａｌ Ｈｏｕrｓ　2,５００



トン州の認定と同様に扱われる。 150時間の

カリキュラムでスタートし，対象もシアトル

市の救急隊員，対象疾患も心疾患に限定され

ていたが，1972 年には全てが拡大され，現在

の総教育時問は全米で も酘多の2,500時間，

９ヵ月に及び，1988 年までで251 名のパラメ

ディックを養成している。

パラメディック養成学校の入学資格は３年

の 救 急 隊 貝 歴 と ３ 名 の 上 司 の 推 薦 が あ り ， 面

接 に 合 格 す る こ と で あ る 。 最 終 決 定 は Ｈａr-

bor ｖieｗ-based par ａｍｅｄｉｃ tｒai� ｎｇ ｐｒogr ａｍ

の 責 任 者 で あ る Ｄr. Ｃｏｐａｓｓが 下 し て い る 。

2,500時間のカリキュラムの内訳（（図１）

で あ る が ，252 時 間 の 講 義 ，260 時 悶 の 回 診 ，

マ ネ キ ン を 使 用 し た 訓 練 ，1,700 時 間 の 救 急

車 乗 務 ， 救 急 処 世 室 ， ＣＣＵ で の 実 習 と288

図２　ワシントン大学パラメディック訓練プログラムで使用されているインターン評価表

V.Techniques (performed and supervised)( 技術(監督下での実技))

Ａ 。

Ｂ ．

Ｃ ．

Ｄ ．

E｡

F.

Ｇ.

Ｈ.

J｡

Ｋ.

L.

V ｅｎtilatｉｏｎ ａｎｄ ａｉrｗａy ｍａｎａｇｅｍｅｎt （気道 確保と 人目呼 吸 ）

CPR （,cヽ li蘇生 泌 ）

Ｅｎｄｏtrａｃｈｅａlｎtｕbalion（気管抻管）

|.Ｖ.infｕｓion initiatｉｏｎ ｛輸液路確保

Sitｅ(ｓ)( 部　位)

St ｅrile Techniq ｕｅ （ 誚 心法 ）

Ｍｏｎｉtｏrin9 くモニ ター ）

Defibrillat ｉｏｎ（ 除細動 ）

Ｄrｕg Pr ｅｐａrａtｉｏｎ ａｎｄ Ａｄｍｉｎｉｓtrａtｉｏｎ（ 薬品の 袴濔 と投与 ）

Ｂａｃｋｂｏａrd/Ｃｅrｖｉｃａｌ ＣｏＩｌａr(背板/ネック・カラー）

Frａｃtｕrｅ ｏr disｌｏｃａtｉｏｎ ｓplintin9（骨折.脱臼の固定法）

Wｏｕｎｄ Ｃａrｅ （創傷処置）

Ｃriｓiｓ lntｅrｖｅｎtｉｏｎ（情緒混乱者の取り扱い方）

Ｒａｄｉｏ/Phone pr ｅｓｅｎtａtｉｏｎ to phy ｓｉｃｉａｎ

（ 無 線によ る医帥 への状 況 連絡 ）

N.　Perforｍａｎｃｅ ｄｕring daily drillｓ/inforｍａｌ tｅａｃｈｉｎ９

ｓｅｓｓｉｏｎｓ（訓練/講義における態度）　　　　　　　　　

０.　Ａｄｅqｕａｃy of ｗritｅ-ｕp: all pertｉｎｅｎt ｄｅtailｓ of hiｓtｏry.（報告書の記載の仕方）

phy ｓｉｃａｌ ｅｘａｍ; list ａ�ther ａｐｅｕtic intｅrｖｅｎtｉｏｎｓ　　　　

P.

０

Other:( 池)

Ｏther:(他)
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時 間 の 認 定 パ ラ メ デ ィ ッ ク の 指 導 に よ る 実 習

過 程 （ イ ン タ ー ン ） か ら な っ て い る 。 こ の カ

リ キ ュ ラ ム の 特 徴 は 講 義 よ り も 実 習 が 重 視 さ

れ て い る こ と で ， 総 教 育 時 問 の80 ％ 近 く が 臨

床 実 習 に 費 や さ れ て お り 各 科 の 専 門 医 ， 認 定

パ ラ メ デ ィ ッ ク の 指 導 ， 評 価 の も と に 行 わ れ

て い る 。 特 に パ ラ メ デ ィ ッ ク に よ る イ ン タ ー

ン 中 の 評 価 （図 ２ ） は 重 要 視 さ れ て お り ， ３

点 以 上 の 評 価 点 数 を 獲 得 し な け れ ば 次 の 段 階

に 進 め な い 。

Ｄr. Ｃｏｐａｓｓ に よ る と ， こ の プ ロ グ ラ ム の

目 的 は 単 に 救 急 隊 貝 を 独 立 し た 職 種 と し て の

パ ラ メ デ ィ ッ ク に 養 成 す る の で は な く ，「 医

師 の 目 ， 耳 ， 手
】
を 持 っ た 「医 師 の 代 理 人 」

を 育 て る こ と に あ る と い う 。 使 用 さ れ て い る

テ キ ス ト ・ ブ ッ ク は 主 に 講 義 に あ た る 医 師 の

執 筆 に よ る も の が 多 い 。

注 目 さ れ て い る ， い わ ゆ る ３ 点 セ ッ ト の 講

義 時 間 は 半 自 動 式 除 細 器 で4 ～10 時 問 。 輸 液

路 確 保 は 末 梢 路 で ３ 時 間, 中 心 静 脈 で ２ 時 間 ，

気 管 内 挿 管 は ４ 時 間 の 短 期 間 で あ る 。 研 修 中

の 電 気 的 除 細 動 を 含 む 心 肺 蘇 生 法 の 平 均 実 施

数 は29 例 ， 輸 液 路 確 保 数 は174 例 ， 気 管 内 挿

管 数 は32 例 で, 認 定 後 は 年 間 輸 液 路 確 保36 例 ，

気 管 内 挿 管12 例 の 実 施 が 義 務 づ け ら れ て い

る 。 義 務 症 例 数 に 満 た な い 場 合 は ， Ｈａｒbor-

ｖieｗ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｃｅｎtｅr の 救 急 処 置 室 ， 手 術 場

で 医 師 の 指 導 の も と に 規 定 数 を 充 し て い る 。

ま た ，各 自 治 体 に 復 帰 後 は 市 民, 救 急 隊 員 ，

消 防 士 の 教 育 ， 訓 練 の 中 心 的 役 割 を 果 た す た

め の 教 育 指 導 の カ リ キ ュ ラ ム が 設 定 さ れ て い

る の が 特 色 で あ る 。 再 認 定 も 重 要 視 さ れ て お

り ， 毎 週 火 曜 日 に Ｈａｒborｖie､ｖ Ｍ ｅｄｉｃａＩ Ｃｅｎ･

tｅｒ で ３ 時 間 の 症 例 検 討 会 が 開 催 さ れ ， シ ア

ト ル 市 で は 年 川10 時 問 の 出 席 が 法 的 に 義 務 づ

けられている。

（3） パラ メデ ィックの成果

パラメデ ィックの導入で心肺停 止忠 者の救

命率は，心室細助に限定す れば4 ％ から19 ％

に上昇した。

Ｄr. Eisｅｎｂｅrｇ はその 要因 を検討し た。 そ

の結果，輸液路確保 による薬品の投与，気 管

内 挿竹 は救 命率には大 きな影響 を及ぼしてお

らず， 早い電気的除細動が最 も貢 献してい る

事が判明した。すな わち，市民 による一次 救

命処置の迅速な開始 と早 期の除細動か， パラ

メディックに よる除細動，輸 液路 確保と救急

薬品投与，気管内挿管 よりも費用対 効果比で

陵れている という結果であっ た。

そこでレ スポンス・タイムの早い一 般救急

隊員， 消防士に よるコ ンピ ュータ内臓 の半自

助式 除細動器の使用が開始 されだした。 半自

動式 除緇動器 は４～ ６時 間の 講義， 実習で救

急 隊貝，消防士，警 察官で も実 施が可能で，

ＥＭＴ-Ｄ として認定 される。 彼らのレ スポ ン

ス・ タイムは，King 郡 で 平均 ４分で パラメ

ディックの11 分 よりも極めて 早い。安 価で訓

練期 悶の 短い ＥＭＴ-Ｄ に よる救 命 率は15 ～

20 ％で ， 高価で 訓練時 間の長いパラメデ ィッ

クの15 ～20 ％ と 全く同等であ った。心疾患以

外の救 命率に及ぼす早期除細動の効果に関 し

て は疑問が 残るが，Ｄr. Ｃｏｐａss に よる と，

同市の自殺名所 の僑からの飛び降り自殺企図

での同等重症患 者の検討 では，救命率は12 ％

から25 ％に 上昇したという。

この実績から，Ｄｒ．Ｃｕｍｍinｓ等はわが国

の プレ・ ホ スピ タ ルケア の充 実 に は， まず

ＥＭＴ-Ｄ の導 入を提 唱した。 そして， その後

のパ ラメデ ィック制度の確立が最 も効果的で

あるこ とを指摘 した。 すな わち，ＥＭＴ-Ｄ と
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パ ラメデ ィックのレスポンス・ タイムには差

はあるが同時に出動した場合（tｅａr ｓyｓtｅｍ）

には救 命率が25 ～30 ％ に 上るからであ る。

現 在 パ ラ メデ ィッ ク の 年 間 出 動 回 数 は

9.400 例 を 超 えている。 その内訳 は心停止 を

含め80 ％ が内科 的疾 患で，全救急依頼の25 ％

であ る。パラメデ ィックが処吐，搬送を必 要

とした場合は，費用は税金から拠出される。

すなわち，市民 の当而の負担は無い。その他

の救急 依頼とパラメデ ィックの処置後の病院

搬 送 は， 民 間 救 急 会 社 が 行っ て お り平 均

SU.S.500 ド ル の負 担が 課せら れてい る。 ま

た，特 筆すべ きことは，筆者が従来よりその

使用経験より主張し，Ｎｅw Ｙｏrk市が主催し

た徙界11大都市参加シンポジュームでも加圧

点がずれるとい う事実より （ばかげた行為と

表現 さ れた）採 用 さ れてい ない 自 動心 マ ッ

サージ器が，世界で雌も救命率の高いシアト

ル市でも同理由で使用されていないことで

あ った。

2 ） ロ ス・アン ジェルス市

郡のパラメディ ック養成学校, 消 防局 本部，

郡救 急 医 療 サー ビ ス本 部 （ＥＭＳ Ａｇｅｎｃy）

を訪問 した。

（1） 市民教育

市民 に対 する心肺 蘇生 法の啓蒙は，病 院，

民 間会 社，赤十 字社，心臓病 学会により行 わ

れてい る。 訓練 を受 けたと推定 される者 は，

1988 年 で144,009 名 で ，全人口の1.6 ％ にす ぎ

ない。 少ない理由 の最大の原因は，言柴の壁

にある と言 われてい る。

（2） ロ ス・アン ジェル ス郡救急医療 システム

人口850 ～870 万 人 と推定 され, 全 米の人口，

経済に及ぼす影響力は30 ％ にものぽる と言 わ

れるロ ス・アンジェ ルス郡の救急関係の統計

46

写真２　ロス・アンジェルス郡のＭＩＣＵと搭載

器材

写真３　ロス・アンジェルス郡の救急専用ヘリ

コプターと搭載器材

は 膨 大 で ， 関 係 者 か ら も 正 確 な も の は 入 手 で

き な か っ た 。　し た が っ て ， 以 下 の 記 述 に は 推

定 数 が 含 ま れ て い る 。

郡 内 に は ，1989 年 度 で わ が 国 の 救 命 救 忽 セ

ン タ ー に 匹 敵 す る Ｃｏｍｐrｅｈｅｎsiｖｅ Ｈｏｓpital

が ２ ヵ 所 ， 救 急 病 院 が91 ヵ 所 あ る 。 1988 年 度

中 の 救 急 患 者 総 数 は2,359,459 名 で ， こ の 内

の390.405 名 が こ れ ら の 病 院 に 搬 人 さ れ て い

る 。 外 傷 セ ン タ ー は13 ヵ 所 で ，14,006 名 が 搬

入 さ れ て い る 。1983 年 に 外 傷 セ ン タ ー 構 想 が

開 始 さ れ た 時 に は23 ヵ 所 あ っ た の が 減 少 し て

い る 理 由 は ， 同 郡 で は 外 傷 患 者 の55 ％ の 者 が

保 険 に 未 加 入 で ， 医 療 費 の 微 収 率 が 悪 い か ら

で あ る 。 こ の 傾 向 は 全 米 で み ら れ ， 大 き な 問

題 と な っ て い る 。

1989 年 皮 で の 郡 ， 市 ， 民 間 組 織 に 属 す る 認

定 救 急 隊 貝 は13,250 名 で ， そ の 内 訳 は ， 郡 認
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定 パ ラ メ デ ィ ッ ク2,039 名 ， パ ラ メ デ ィ ッ ク

を 指 導 で き る 看 護 婦 （Mobile lnt ｅｎｓiｖｅ Ｃａre

N ｕrsｅｓ-ＭＩＣＮ ）787 名, ＥＭ Ｔ-D 609 名 で あ る 。

救 急 業 務 を 行 っ て い る 機 関 は61 機 関 で ， 迦 常

の 救 急 車301 台 ， パ ラ メ デ ィ ッ ク搭 乗 の も の

（Mobile lnt ｅｎsiｖｅ Ｃａrｅ Ｕｎｉt-ＭＩＣＵ ）143

台 （写 真 ２ ）， ヘ リ コ プ タ ー を 含 む 航 空 機15

機 （写 真 ３ ）， 救 助 艇19 隻 が 活 動 し て い る 。

令 出 動 の2/3 は ロ ス ・ ア ン ジ ェ ル ス 郡 ， 市 消

防 が あ た っ て い る 。 郡 所 欄 の も の が 出 助 し た

場 合 は 無 料 で ， 市 の 場 合 は 有 料 で あ る 。 榔 の

も の は ， 現 場 で の 処 置 の み を 行 い 搬 送 業 務 は

行 わ な い 。 搬 送 が 必 要 な 場 合 は 有 料 の 民 間 救

急 車 を 要 請 し な け れ ば な ら な い 。

出 動 の30 ％ を 占 め る パ ラ メ デ ィ ッ ク 勤 務 屠

所 は42 ヵ 所 あ り ， 内10 ヵ 所 が 民 営 に よ り 運 営

さ れ て い る 。 レ ス ポ ン ス ・ タ イ ム は 救 急 車 で

３ ～ ５ 分, パ ラ メ デ ィ ッ ク で ５ ～ ８ 分 で あ る 。

３ 年 前 よ り 郡 は ， ５ 分 以 内 に パ ラ メ デ ィ ッ ク

が 到 着 で き な い 地 域 に ＥＭ Ｔ- Ｄ を 導 人 し た

が ， そ の 評 価 は ま だ 定 ま っ て い な い 。 1989 年

度 中 に ， 郡 ， 市 な ど で ＥＭ Ｔ- Ｄ が 扱 っ た 心

肺 停 止 症 例 は93 例 で ， 心 拍 再 開 し て 入 院 で き

た の は23 例 ， 生 存 退 院 は ８ 例 に す ぎ ず ， 他 の

報 告 よ り 成 績 は 良 く な い 。 そ の 理 由 と し て ，

市 民 に よ り 心 肺 蘇 生 法 が 開 始 さ れ る こ と が 少

な い こ と が あ げ ら れ て い る 。 蘇 生 法 の 啓 蒙 率

の 低 い 同 郡 で は ， 期 待 し た ほ ど の 効 米 が 上 が

ら な い の で は と 危 惧 さ れ て い る 。

特筆すべきことは，Ｄr.ＣＩａｗsｏｎによっ

て 開 発 さ れ た 選 別 プ ロ グ ラ ム を 教 育 さ れ た 管

制 官 が 配 備 さ れ た こ と と ， 心 電 図 伝 送 が 廃 止

さ れ る こ と が 決 ま っ た こ と で あ る 。 電 話 で の

会 話 で 重 症 度 を 判 定 す る こ と の 重 要 性 が 最 近

強 調 さ れ だ し て お り ， 全 て の 管 制 官 が こ の 知
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識を習得したので多大な期待が抱かれてい

る。心電図伝送の廃止は，送った場合とそう

で無い場合で救命率に差がないためである。

訴訟件数の実態把握はできなかったが，件

数は極めて少なく問題にはなっていない。興

味があったのは，訴訟が発生した場合には，

郡で個人の資質に問題があったのか，組織に

問題があったのかがまず討議され，組織に問

題があった場合には隊員の責任は全く問われ

ないことであった。ただし，州に最終的責任

があるプレ・ホスピタルケアに関する問題で

は。賠償金が得やすいので，佃人の訴訟問題

から弁護士の関心がこちらに移ってきており

関係者は憂慮していた。

（3） パラメディック・プログラム

1989 年度， 郡で認定 されたパラメディッ

ク・プログラムは３，救急隊員プログラムは

39，ＥＭＴ-Ｄ プログラムは６ある。パラメ

ディックの養成期間，資格，費用，使用テキ

スト，プログラム等は各機関で異なるが，い

ずれも卒業後州の認定試験に合格しなければ

ならない。

我々 は 郡の 養 成 機関 であ る Ｐａｒａｍｅｄｉｃ

Ｔraining lnstitｕtｅ を訪問したので，そこで

の実態を報告する。lnｓtitｕtｅへの人学資格は

救急隊貝として少なくとも１年問の経験があ

ることで，入学費はＳU.S.2,000ドルで，ク

ラスは24～30名で構成されている。養成期間

は６ヵ月で，使用テキストは医師の見解が一

致していないので一定していない。

プログラムは1,054時間で編成されており，

その内訳は総説14 ％，心血管32 ％，呼吸８％，

中枢神経９％,薬理９％，内科４％,新生児・

乳幼児・産科８％，外傷16％となっている。

講義とマ ネキン実習が402 時間で，実習は６



名 の 生 徒 に 対 し １ 名 の 看 護 婦 の 指 導 教 官 に

よ っ て 行 わ れ て い る 。 こ の 期 問 中 に ５ 回 の 筆

記 試 験 と ， 主 に 多 選 択 肢 選 択 方 式 に よ る ク イ

ズ 形 式 の 試 験 が 毎 日 課 せ ら れ ，75 ％ 以 上 の 点

数 を 獲 得 し な け れ ば ， 次 の カ リ キ ュ ラ ム に 進

む こ と が で き な い 。 医 師 ， 看 護 婦 指 導 の 病 院

実 習 は172 時 間 で ， 一 定 の 基 準 に 従 っ た ２ 名

の パ ラ メ デ ィ ッ ク に よ る 指 導 ， 評 価 が 行 わ れ

る イ ン タ ー ン の 時 間 は480 時 問 で あ る 。

講 義 ， マ ネ キ ン 実 習 と イ ン タ ー ン 期 問 で 落

第 す る 者 は ， 同ln ｓtitｕtｅ の 方 針 が 落 と す こ

と で は な く ， 可 能 な 限 り 面 談 等 の 機 会 を 与 え

迦 す こ と で あ る が15 ％ で ， そ の 失 敗 す る 比 率

は 講 義 ， マ ネ キ ン 実 習 と イ ン タ ー ン 期 間 で 同

率 で あ る 。 パ ラ メ デ ィ ッ ク は ２ 年 毎 に 再 認 定

か 必 要 で ， 病 院 が 提 供 し て い る 研 修 へ の 参 加

実 績 と 日 常 の 勤 務 態 度 で 決 定 さ れ て い る 。 ち

な み に ， ＥＭ Ｔ- Ｄ の 養 成 は 消 防 機 関 が 行 っ て

お り ， 養 成 時 問 は ４ 時 間 で あ る 。

3 ） サ ン ・ フ ラ ン シ ス コ 市

公 衆 衛 生 局 （Ｓａｎ Ｆrａｎｃｉｓｃｏ Ｄｅｐａrtｍｅｎt

ｏｆ Ｐｕblic He �th ） を 訪 問 し た 。

（1 ） 市 民 教 育

市 民 に 対 す る 心 肺 蘇 生 法 を 含 め た 救 急 処 置

の 啓 蒙 率 は 聞 け な か っ た 。 た だ ， 同 市 で は 市

民 が 心 肺 蘇 生 法 を 開 始 す る こ と は10 ～15 ％ と

極 め て 稀 で ， そ の 理 由 はAIDS を 恐 れ て い

る か ら と の こ と で あ っ た 。

（2 ） サ ン ・ フ ラ ン シ ス コ 郡 救 急 医 療 シ ス テ ム

サ ン ・ フ ラ ン シ ス コ は 行 政 上 ， ユ ニ ー ク な

所 で あ る 。 通 常 ， 郡 に は 複 数 の 市 が あ る が ，

同 郡 に は 市 が ー つ し か な い 。 す な わ ち ， 郡 と

市 が 同 じ な の で あ る 。 人 口 は 昼 間120 万 人 ，

夜 間75 万 人 で, 年 間 の 救 急 依 頼 数 は60,000 件 ，

内 搬 送 を 要 す る 件 数 は36,000 件 で あ る 。 こ れ

らは，４機関によって運用されている救急隊

によって扱われている。すなわち，三つの民

間機関と郡・市である。しかし，民間のもの

は軽症と病院間搬送に使用されているにすぎ

ず,搬送全体の３％を扱っているにすぎない。

昼間は14台，夜問は８台，平均11,5台の救急

車が勤務についている。したがって，１台の

救急車が扱う年間依頼件数は5､000件となり，

全米で最も多忙な救急隊と言われている。

郡・市の救急関係職貝は178名で，内170 名

がパラメディックで22 名が管制勤務について

いる。すなわち，郡・市では管制も救急車も

パラメディックによって運用されている。竹

制官は会話内容から忠者の状態を３ランクに

分けるが，約半数は心肺停止，胸痛，呼吸困

難等の重症（priority 1）に分類されている。

ただし，パラメディックが管 制を行って も

28％のpｒioritｙ分類の間違いがあり，この業

務の難し さを示してい る。　２名のパラ メ

ディックが搭乗した救急車が出動するが，レ

スポンス・タイムは平均8.5 分である。この

ギャップをうめるためｐriority 1では，43 署

所に配置されているのでレスポンス・タイム

が平均5.5 分と早い消防車が同時に出動して

いる。消防士は1,100 名で，全員応急処置と

蘇生法の訓練を受けている。内，２％はパラ

メディックの資格を有しているし，少なくと

も１台の消防車につき１名の消防士は半自動

式除細動器を扱える。サイレンを鳴らすのは

ｐｒiority lの場合に限定されている。このシ

ステムでも年問1,000 例ある心肺停止患者の

救命率は他所と比較して高くない。心肺停止

が目撃され，市民により蘇生法が開始された

場合でも20％で，全リズムでは10％である。

これは前述したごとく，AIDS を恐れて市民
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が 蘇 生 を 開 始 す る 頻 度 と ， 住 民 の 年 齢 層 が 若

く 心 疾 忠 が 少 な い た め と 考 え ら れ て い る 。

パ ラ メ デ ィ ッ ク が 現 場 到 着 時 ， 心 室 細 動 で

あ る 頻 度 は45 ％ で ， 予 後 の 圧 倒 的 に 悪 い 心 静

止 が 多 い 。 若 年 層 の 心 肺 停 止 は 麻 薬 中 毒 や 事

故 な ど に 起 囚 す る こ と が 多 い か ら で あ る 。 現

場 で の 平 均 処 置 時 間 は18 分 で あ る 。 彼 ら が 現

場 か ら 雌 幹 病 院 （Ｓａｎ Ｆrａｎｃｉｓｃｏ Ｇｅｎｅrａｌ

Ｈｏｓpital） の ＭＩＣＮ に 助 言 を 求 め る 回 数 は

年 間15,000 回 で あ る 。 患 者 は12 ヵ 所 の 病 院 に

搬 送 さ れ る が ， 外 傷 セ ン タ ー は 一 ヵ 所 （Ｓａｎ

Ｆrａｎｅｉｓｃｏ Ｇｅｎｅrａｌ Ｈｏspital） し か な い 。

システムの年間予算は$U.S.12,000,000

ドルで，$U.Ｓ.7,000,000ドルは保険会社，

言 い 換 え れ ば 患 者 負 担 で ， 残 り は 税 金 で 補 填

さ れ て い る 。

（3 ） パ ラ メ デ ィ ッ ク ・ プ ロ グ ラ ム

パ ラ メ デ ィ ッ ク の カ リ キ ュ ラ ム は ， 合 衆 国

政 府 の 提 出 し て い る 基 準 に 沿 っ て い る が ， 具

体 的 な 内 容 は ＥＭ Ｓ Ａｇｅｎｅy が 監 督 し て い る 。

パ ラ メ デ ィ ッ ク の 前 提 条 件 は ，125 時 間 の

救 急 隊 貝 課 程 を 終 了 し 資 格 認 定 を 受 け て い る

こ と で あ る 。 研 修 時 間 は1､000 時 間 で ， カ リ

フ ォ ル ニ ア 州 平 均 の １ 年 間 ，1,400 時 間 よ り

短い。郡と州で資格取得後は，ＥＭＳ Ａｇｅｎ-

ｃy の 作 成 し た 治 療 用 プ ロ ト コ ー ル に 沿 っ て

治療を行っている。基本給は$U.S.36,000～

44,000 ド ル で ， 夜 勤 で は ８ ％ の 手 当 が 付 く 。

こ れ は 他 州 と 比 べ 約 ２ 倍 商 い 。 さ ら に ， ４週

間 の 訓 練 を 受 け れ ば ｓｕper ｖiｓｏr に な れ る 道

も あ る 。 ｓｕperｖiｓｏr に な れ ば ， 給 料 は さ ら に

8 ～10 ％ あ が る 。 現 在13 名 が 活 躍 中 で ， 職 務

N(,.24 1991( 春季)

はパラメディックと同時に出動して，彼らの

勤務内容 を評 価するこ とで ある。 パラメ

ディックを助けたり，困難例では任務を取っ

て代わることもできる。

また， 毎週 一回，問 題 のあっ た事例 を

medical diｒeetｏr に報告する義務がある。た

だし，パラメディックには年間30時間の再臨

床実習と講義 １週間の参加が課せられてい

る。裁判に持ち込まれるのは年間２～３例に

すぎない。

まとめ

自治省消防庁救急業務研究会小委員会は，

平成２年10 月１日より10 月８日にかけてプ

レ・ホスピタルケアの視察を目的として，北

米，西海岸４都市の関連13機関を訪問した。

その結果，我が国と比較して心肺停止患者の

救命率の高い，カナダ，アメリカにおいての

最近のプレ・ホスピタルケアの動向として，

I. 心疾患に よる心肺停止症例が多い場

介，救命率に関与する最大の因子は，迅

速な市民による心肺蘇生法と電気的除細

動の開始である。

2. 給料が高く，養成に長期間を要し，レ

スポンス・タイムの長いパラメディック

制度は反省期に入った。

3. 半自動式除細動器の訓練時間が10時間

以内のＥＭＴ-Ｄ は，疾病構造が心疾患

の少ない場合には高い効果を発揮するか

は不明であるが，心疾患に限定すればパ

ラメディックと同等の効果を上げる。

ことが今回の視察で判明した。
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